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国際チームで課題を乗り越える 
国境、年齢を超えてアイデアを共有 
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　2017年7月29日、30日に、同志社中学校にてアジアSTEAM
キャンプが開催されました。創造的な教材づくりで有名な
（株）アーテック、香港のWINSTARS、同志社中学が協力し
て行われた。ロボットプログラミングの教育活動が盛んな香
港、台湾、ベトナム、韓国の小中学生、日本からは青翔開智
中学校、同志社中学校の生徒が集まり、国際的なチーム（多
国籍）を基本にして、ハンズオンな課題にチャレンジした。 

　当日の公用語は英語で、MCもルール説明もすべて英語で進
められ、最初はぎこちない場面もあったが、終盤にはコミュ
ニケーションが自然にとれていた。飛行機プロジェクトでは、
飛行機の教材(アーテックのテキストが、かなり深い)を用いて
原理を学んだ後、20センチ程度の小さな飛行機製作で、基本
となる作業を学び、最後に各チームはオリジナルな設計を施
した80センチを超える飛行機を設計し製作した。空気のうえ
に乗ったような緩やかで巨大な飛行には、感動した。アジア
ンハウスでは、アーテックの住居教材と、リトルビッツを組
み合わせ、文化的背景の違う者同士が、未来の住居について
話し合い、プロトタイプを作りプレゼンした。このプレゼン
は、チームによって実に様々で、とても面白かった。ロボット
コンテストでは、障害物(火災発生のビルとして)にアプローチ
しながら、救援していくものだった。コースを自律走行する精
度、速さが勝負の分かれ目となる。瞬間のひらめき、改良に
むけたディスカッション、プログラムの修正、これらのコミュ
ニケーションを英語をベースに身振り手振り、実物も使いなが
ら共同制作していく体験は貴重なものであった。 

国境を越え課題を共同で 
　既に現実社会では、アジアの国の会社と上手くコミュニケー
ションをとりながら協同で商品開発しているものづくりが一
般的になっている。「国境を越えて、ともに知識や知恵をシェ
アし、一緒になってアイデアを出し合い、目の前の課題に対し
て解決しようと挑戦していけたらいいな」、「そんな原体験
を次世代の子ども達を共有できたらいいな」…これが、国際
STEM PROJECT、アジアものづくり授業PROJECTの原点
である。（沼田） 
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